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荒川キャンパス 

後援会会長 

清谷 尚充 

 

 今年度より会長になりました清谷です。 

よろしくお願い致します。会員の皆様におか

れましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上

げます。東日本大震災の被害に遭われた方々に

お見舞い申し上げますと共に、強い日本の復興

を心から願っております。 

 日本経済の低迷が続く中、未曾有の大震災が

起こり、学生諸君にとっては、さらに厳しい社

会環境に巣立って行くこととなります。しか

し、皆さんのように高専での専門的な能力を備

えた若い技術者が必要な時代になったとも言

えます。 

 私たち後援会は、再生日本の技術者を目指す

学生達の支援と彼らを育成する本学の教育活

動の後援に役員一同全力で努めさせていただ

きますので、保護者の皆様のご支援、ご協力を

お願い申し上げます。 

 

●４月 6 日（水）13：20～汐黎ホール 

本年度入学式は、震災の影響による会場の変

更や、余震も心配される中、無事ホールにて執

り行われました。校長先生より、「未曾有の局

面に立たされた日本の未来を担うエンジニア

を目指して、是非これから頑張ってほしい」と

感慨深いお話があり、新入生の目は真剣そのも

のでした。（李） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 5 月 12 日、13 日荒川キャンパス内 

昨年は群馬県前橋市の国立赤城青少

年交流の家で実施された、オリエンテー

ションですが、今年は震災の影響によ

り、荒川キャンパス内で行われました。

１日目は学習内容をはじめ学校生活全

般についての説明があり、そして上級生

によるクラブ紹介、２日目はドッヂボー

ル等スポーツを通して親睦を深める事

ができました。（李） 

                    

 

入学式 新会長あいさつ 

新１年生オリエンテーション  

‐８‐ 

入学式後、階段に並んで記念撮影 
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◇産業技術高専へようこそ◇ 

 

１年５組担任：奥平鎮正  １年６組担任：高野邦彦 

１年７組担任：竹内研四郎 １年８組担任：池原忠明 

 

今年度の第１学年は以下のことに重点をおいて運営してまいります。宜しくお願い致します。 

 

＜１年担任の学生諸君への接し方について＞ 

 ○原則として、大学と同様、学生の自主性を重んじます。 

   ・高校のような朝のショートＨＲはありません。8：30 からすぐに授業が始まります。 

 ○とは言え、第１学年は高校１年生の学齢ですので、ある程度細やかに対応します。 

    ・しばらくの間、４名の担任が日替わりで、朝の登校出迎えを行なっています。 

 ○基本的な生活態度を良好に維持するよう指導致します。 

 ○“人の話を聞くときには静かに聞く、皆で遊ぶ時には陽気に！” 

   ・メリハリを付けて行動するよう指導します。 

 ○“相手の立場に立って行動する！” 

   ・自分に自由があるのと同様に他人にも自由があることを説きます。 

 ○理由はどうであれ、いじめは許しません。 

 ○クラブ活動への参加を推奨しています（勉学の妨げにはなりません）。 

 ○定期試験（年４回）の後には、必要に応じて、個人面談、三者面談を行ない、学業面でのフ

ォローを行ないます。校内塾への参加を促すことも致します。 

 

＜お願い＞ 

 ○毎朝 8：25 には教室に着席できるように、朝の登校時刻を守るようご指導下さい。尚、必

ず朝食を摂らせて戴ければ幸いです。 

 ○ゲーム機、ゲームカードは休み時間にのみ許可致します（麻雀は禁止とします）。授業中に

使用していた場合には没収致します（学校全体の方針）。 

 ○アルバイトは原則として禁止です。 

 ○定期試験後に、成績通知票と連絡用紙をお子さんにお渡しします。内容をご覧になり、確認

印を押して（お子さん経由で）担任にお戻し下さい。 

  

○何かお尋ねになりたいこと、連絡したいことがありましたら、担任へお問い合わせ下さい。 

   電話（代表）03-3801-0145 

   E-mail  奥平：okudaira@acp.metro-cit.ac.jp  高野：ktakano@acp.metro-cit.ac.jp 

             ０３－３８０１－０１４６－５６６        ０３－３８０１－０１４６－５５７ 

竹内：ktakeuch@acp.metro-cit.ac.jp  池原：tike@acp.metro-cit.ac.jp 

０３－３８０１－０１４６－５２７        ０３－３８０１－０１４６－５７６ 

mailto:okudaira@acp.metro-cit.ac.jp
mailto:ktakano@acp.metro-cit.ac.jp
mailto:ktakeuch@acp.metro-cit.ac.jp
mailto:tike@acp.metro-cit.ac.jp
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◆ 授業公開週間 5 月 23 日(月)～5 月 27 日(金) 

今年はらくらく連絡網で授業公開参観ツアーの参加者を募りました。 

校内をまわると、個人で見学にいらした保護者の姿もちらほら見かけましたが、やはりとても静かな授

業公開です。 

機械実習室では、1 年生がジャイロスコープと文鎮の製作をしていました。何人もの先生方が目を配

って下さる中、学生逹も集中して作業していました。頑張って鉄の棒(？)を切っている女子は「力のい

る作業なので体力的には男子に比べ大変。でも、もの作りが好きだから楽しい。女子は少ないけれど、

それだけに皆仲が良いです」と笑顔でした。 

５年生の教室も覗いてみると、自分のやるべき事を黙々とこなしているという感じ。授業風景という

より、すでに職場のようでした。 

学食でお昼をいただきました。学生に「何が美味しいですか？」と聞いてみたら、「チャーハンが人

気」との事。皆とてもさわやかに質問に答えてくれて、気持ちが良かったです。 

普段は見られない授業の雰囲気や、我が子の様子も知る事ができて、とても有意義なひと時でした。 

（吉田） 

―参加者の感想― 

・ツアーで同じクラスのお母さんとお知り合いになれた。 

・もの作り実習の現場はひとりでは入りづらいので、皆で一緒に見られて良かった。 

・廊下ですれ違うと、どの学生さんも、明るく挨拶をしてくれた。 

 

１年生の授業風景 

 

機械実習室 

 

食堂 

 

 

ずらっと並んだパソコン 

 

 

参観を終えて談話中 
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バレーボール 

ボールボール 

力が入ります。綱引き 

ガンダムも登場 
スパイダーマン？ 

◆ 体育祭（学生会主催） 6 月 17 日（金） 

当日はあいにくの雨で、小体育館、アリーナ、柔道場で

各競技（卓球、バレーボール、綱引き、バスケット、ドッ

ヂボール）が行われました。 

優勝者には学食の無料券が貰えると言う事もあり、アツ

イ戦いが繰り広げられ、綱引きではスパイダーマン、ガン

ダム？ 工事のおじさん？ に扮した人達も参加して、盛り

上げていました。最後に、参加賞でアイスクリームが配ら

れ、とても喜んでいました。体育祭を終えて、クラスの絆

が深まったのではないでしょうか？（米本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドッヂボール 

卓球 
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部活動紹介＜バスケットボール部＞                顧問：門多先生 

バスケットボール部は全国高専大会の出場を目指し週５回の練習、さらには夏の合宿、冬の東日本大会 

への出場、春の鈴鹿試合合宿などを行っています。部員は１年生から５年生までの男女 34 名います。 

経験者が多い中、未経験者も毎年何名か入部し最初は練習についていくだけなのが上級生になると試合 

にも出て活躍する人もいます。また、３年生までは年に３回の高校生の

大会にも参加しています。特に今年の全国大会は本校が開催校となり、

駒沢体育館で８月 20・21 日に行われることになっており、昨年は予選

敗退してしまい、出場できなかった悔しさを何としても晴らしたいと部

員全員意気込んでいます。また、現在１０名程度の女子部員がおり、品

川キャンパスと年に２回程度の練習試合をしています。(2011 年 7 月取材) 

 

◆卒業研究 

 ５年生が集大成として１年間かけて研究・発表・報告書の作成を行います。 

 ＊１教員に対して２～４名程度の学生が配属されます。 

 ＊配属先は学生が希望し選択します。（希望の多い研究室は、第２希望、第３希望で調整） 

 ＊配属先では、学生の希望や能力、得意不得意を見ながら、２～３のテーマを教員が提示し、その中か

ら学生たちが選択するのが一般的だそうです。 

 ＊テーマが決まるのは、就職活動、進学先の専攻が決まり落ち着いた、６月中旬頃との事です。 

               2011 年度 研究室一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業公開時に研究室を訪ね

ました。カメラを向けると

みなさん、笑顔で応えてく

ださいました。（髙田） 

情報通信工学コース ロボット工学コース 航空宇宙工学コース 医療福祉工学コース 

浅井研究室 大貫研究室 飯野研究室 三林研究室 

生方研究室 奥平研究室 石川研究室 杉本研究室 

尾上研究室 笠原研究室 伊藤研究室 田宮研究室 

斉藤研究室 鈴木研究室 宇田川研究室 富田研究室 

鈴木達夫研究室 田村研究室 小出研究室 深谷研究室 

鈴木弘研究室 根本研究室 諏訪研究室 福田研究室 

高野研究室 堀研究室 田中研究室 降矢研究室 

高橋研究室 松田研究室 中野研究室 星研究室 

山本研究室 源研究室 宮野研究室 吉澤研究室 

若林研究室 宮川研究室 山田研究室 吉村研究室 

  吉田研究室     

 

鈴木研究室 三林研究室 
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◆進路について…7 月 2 日保護者会資料より 

・3 年・4 年の成績（すでに大学入学準備が始まっている） 

・大学・学部・学科を決める（進路支援室で過去の受験記録、学力審査、口頭試問等の内容が読

み取れる）⇒準備の手がかりとなる。 

・国立か私立か？ 自宅から通学できる大学か？ 地方でも国公立なら可とするか？ 

・長岡・豊橋技科大に編入多数あり 

（ａ）特別推薦制度、授業料減免制度あり。ただし、卒業研究内容と大学の研究内容が合致し

ている場合に限る （ｂ）学内に寮あり 

＊学内推薦基準 

１、人物、学業ともに優れているもの。 

２、次の各項のいずれかを満たすこと。 

①3 学年、4 学年の成績順位平均値が、所属するコース定数の上位１/３以内であること。 

②3 学年、4 学年の 10 段階評価の平均点が８．０以上であること。 

ただし、同一学生に重複する推薦は行わない。 

大学で基準が定められている場合には、それに従う。 

例 千葉大：上位 10％以内の成績（学内基準より厳しい場合が多い） 

＊今後の緊急対策 

・進路ガイダンス・対策講演会の早期開催 

・3 年次よりキャリア教育の前倒し、インターンシップへの足がかり 

・4 年次中期より基本的事項の「徹底」指導 

・エントリーシートの書き方指導 

・面接指導 

（ａ）グループ指導 （ｂ）自己分析と自己ＰＲ （ｃ）個人面接対応 

首都大学との連携（学生サポートセンター）、六本木ジョブパーク、東京しごとセンター等の活用 

  

 平成 23 年 3 月 17 日（木）の卒業式が東日本大震災により中止となり、3 月 24 日（木）にそれぞれのキャンパ

スで各クラスごとに卒業証書が、担任より手渡されました。証書・各賞を授与され、記念品の印鑑（実印用高級白水牛）、

高専タンブラーを受け取りました。先生方は「第一期生なので盛大に祝ってあげたかった」と残念な思いを学生たちに

伝えていました。しかし、大震災直後で学生たちも納得し、そして 5 年生最後の思いを込めて、被災地への義援金と

して 70,289 円を学校に託しました。学生たちのさまざまな思いを残した卒業証書授与式になりました。 

5 年間長いようで短かった日々を、本当にありがとうございました。（山井） 

＊義援金は産技高専より 80万円、後援会は 50万円（上記の卒業生分含む）を国立高専機構を通じて東北の５校にお渡ししました。 

◆平成 22 年度 

卒業式☆祝賀会 

都立産業技術高等専門学校

第 1 回卒業式 
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コンテスト支援委員会からの 

お知らせ 

☆アイデア対決・全国高等専門学校 

ロボットコンテスト 2011／関東甲信越 

地区大会☆ 

日時：10 月 2 日（日） 

場所：山梨・大月市民総合体育館 

本校からも代表 2 チームが参加します 

 

◆節電の夏。高専荒川キャンパスの取り組み  

    東日本大震災による福島第１原発の事故で、電力の供給不足が深刻になり、この夏は「節電」

がキーワードでした。荒川キャンパスの節電対策を聞いてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

照明 

 

エレベーター

の稼動台数を

3台から 2台

に 

 

パソコン 

 
不在時 
消灯など 

 

 

研究室の冷蔵

庫・テレビ・

レンジの使用

停止 

 

空調機 

使用電力

25％削減 
 

設定温度 28℃の徹底 

空調機の運転中央制御 

廊下、エレベーター前及び

トイレ（ただしLEDを除く）

の全消灯。駐輪場の全消灯 

スリープモードの設定

（「5 分後」とする） 

ディスプレイの輝度の低

下（輝度 100％→50％） 

研究室の半分程度消灯 

図書室の 3 分の２程度

消灯（授業時間帯はほぼ

全消灯） 

 

教室、準備室など不在時消灯

の徹底。使用していないＯＡ

機器の電源ＯＦＦの徹底 

 

カーテン、ブラインド

の活用。電気を使用す

る実験機器の使用抑制 

広報委員： 委員長  １－５政井あかね ・１－６李 純瑛 ・１－７米本 藤乃 ・１－８吉田啓以子 

      副委員長 Ｔ－２髙田季世子 ・Ｗ－２土井淳子 ・Ａ－３木村 公子 

 

  

  

★★編集後記 後援会室に集まり、手も口も動かしてにぎやかでした。次号は 3月発行の予定です★★ 

バザーのお願い 

今年も皆様お楽しみのバザーをします。 

日時： １０月３０日（日）  

品物提供、お手伝いお願いします。 

 

詳しくは高専祭委員よりの手紙を 

ご覧ください。 

高専祭委員長 見代  


